
年間授業計画

高等学校 令和７年度 教科　保健体育  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

現代社会と健康
【知識及び技能】
生活習慣病のリスクを軽減し予防す
るらめに必要な個人の取り組みにつ
いて理解する。
生活習慣病の予防や回復のために必
要な社会の取り組みについて理解す
る。
食事と健康の関係について理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
日常的な生活態度を見直し、より健
康的な生活に向かうよう判断し、表
現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
法に触れてないことならどのような
生活態度でもいいのかということを
考えながら学ぶ。

〇現代社会と健康
・生活習慣病の予防と回復
・身体活動・運動と健康
・食事と健康
・休養・睡眠と健康
・ガンの予防回復
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患への対応

【知識・技能】
生活習慣病と共に喫煙・飲酒・薬物などはど
のような結末となるのか、理解できている
か。
【思考・判断・表現】
日常生活から将来に自分をシュミレーション
し、こうなりたいと思うと同時に、こうなり
たくないと思うことが出来ているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の事としても、自分の親や家族の事とし
て学ぶことが出来ているか。 〇 〇 〇 14
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１
学
期

現代社会と健康
【知識及び技能】
健康指標や疾病構造の変化から、日
本の健康課題を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
健康水準や疾病構造の変化には社会
の状況が関わっていることを理解す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
健康の考え方がどのように変化して
きたのか理解する。
健康の成立には様々な要因が関わっ
ていることを理解する。

〇現代社会と健康
・日本における健康課題の変換
・健康の考え方と成り立ち
・ヘルスプロモーションと健康に
かかわる環境づくり
・健康に関する意思決定・行動選
択
・現代における感染症の問題
・感染症の予防
・性感染症・エイズとその予防
・生活習慣病の予防と回復
・身体活動・運動と健康
・食事と健康
・休養・睡眠と健康
・ガンの予防回復
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患への対応

【知識・技能】
健康の考え方と成り立ちについての知識や技
能を身に付けることができる。

【思考・判断・表現】
日本の健康課題と社会状況との関わりについ
て思考・判断し、その変遷について表現する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
日本の多くの健康課題と社会状況との関わり
について、意欲的に学習に取り組むことがで
きる。

○

期末考査
〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

新高等保健体育、新高等保健体育ノート（大修館書店）

保健

各種の運動の特性の応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

保健
保健体育 保健 1

（１組）岡澤　（２組）北見　（３組）北見　（４組）赤羽　（５組）岡澤

1
期末考査
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３
学
期

安全な社会生活
【知識及び技能】
事故の現状と事故防止・応急手当に
ついて基本的な知識技能について学
ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
事故や怪我の時にどのような行動・
判断ををすればいいのか理解してで
きるようにしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
事故や怪我をした場面で、どのよう
な行動ができるのかシュミレーショ
ンし選択肢を整理しておく。

〇安全な社会生活
・事故の現状と発生要因
・交通事故防止の取り組み
・安全な社会の形成
・応急手当の意義と救急医療体制
・心配蘇生法
・日常的な応急手当

【知識・技能】
どのような場面・場所で事故が多いのか、ま
た応急処置の基本技能を学べているか。

【思考・判断・表現】
判断力が遅いと大けがや事故死につながるこ
とを理解しているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
将来の自分の身に必ず起きる問題として捉
え、真剣に学ぶことが出来ているか。

〇


